
 

重要事項説明書（保育所等訪問支援事業） 
 

 

本重要事項説明書は、当事業所とサービス利用契約の締結を希望される方（通所給付決定

保護者）に対して、社会福祉法第76条に基づき、当施設の概要や提供されるサービスの内

容、契約上ご注意いただきたいことを説明するものです。 

※本事業所では、利用者に対して児童福祉法に基づくサービスを提供します。当サービス

の利用は、原則として障害児通所給付費の支給決定を受けた方が対象となります。 

 

１．事業者の概要 

事業者（法人）名 社会福祉法人　愛の園福祉会 

代表者 役職名 理事長 氏　名 堀口　路加 

所在地 

電話番号 

住所　〒276-0014 

千葉県八千代市米本1359　米本団地4-39 

TEL 047-488-2471 FAX 047-488-8615 

 

 

２．事業所の概要 

事業所の名称 こども発達支援事業所　エールマリヤ 

所在地 

電話番号 

住所　〒276-0014 

千葉県八千代市米本1359　米本団地4-39 

TEL 047-409-3077 FAX  047-488-8615 

事業所番号 1250400510　　　　　　　　　 指定取得日 2023年4月1日 

事業種別 保育所等訪問支援事業 

管理者名 岩崎　知美 

事業の目的 

発達に課題のある幼児及びその保護者の意思及び人格を尊重し 

発達に課題のある乳幼児及びその保護者の立場に立った適切な 

児童発達支援の提供を目的とする。 

運営の方針 

マリヤこども園、または在籍する保育所等の保育との連携・協力を 

通して、子ども一人ひとりの育ちと向き合い、遊びを通して身辺 

自立や人と関わる力、興味関心、意欲等を育む支援を提供する。 

主たる対象者 小学校就学前で発達に課題がある幼児 

 

 

３．利用定員 

利用定員 10人 

 

 



 

４．事業所の職員体制 

職種 常　勤 非常勤 資格　 業務内容 

管理者 1名 名  労務管理、施設管理等 

児童発達管理責任者 1名 名  個別支援計画の作成等 

保育士 

児童指導員 

2名 名 保育士 

教員免許 

幼児の療育支援 

機能訓練担当職員 1名 1名 作業療法士 幼児の療育支援 

看護職員 名 名   

その他の職種 名 名   

 

 

５．営業日時及びサービス実施地域 

営 業 日 月曜日〜金曜日（国民の祝日、１２月２９日〜１月３日を除く） 

サービス実施地域 八千代市全域及び近隣市町 

営業時間 9：00～17：00 

サービス提供時間 10：00～16：30 

　 
 

６．設備の概要 

設備の種類 部屋数 備考（面積や設備内容等） 

事務室 １ マリヤこども園共有 

面談室 1 マリヤこども園共有 

 

 

7．サービスの内容 

（１）こどもへの直接支援 

　　「個別支援計画」に基づいて、利用者の保育園、幼稚園、認定こども園等の施設へ当

事業所の専門職等が訪問し、集団生活への適応や日常生活動作の専門的な支援を実

施します。 

「個別支援計画」については通所給付決定保護者に説明し、同意をいただきます。 

（２）訪問先施設のスタッフへの間接支援 

　　　訪問先施設の子どもに対する支援力が向上するよう子どもの発達段階や特性の理解

を踏まえた関わり方や環境等について助言を行います。 

（３）家族に対する支援 

　　　障害のある子どもを育てる家族が安心して子育てを行うとともに、安心して子ども

を保育所等に通わせることができるよう、保護者に対し、保育所等訪問支援のない

ようを伝えます。 

 

 

8．サービス利用料金 

別紙（サービス利用料金表）の通り、サービス利用料金から障害児通所給付費等の給付額

（全額の9割＝法定代理受領する金額）を除いた金額（全体の1割＝利用者負担額）を通所

給付決定保護者にお支払いいただきます。ただし、その月の利用者負担額が受給者証に記

載のある月額負担上限額を超える場合、その上限額以上の負担はありません。 

 



 

※保護者のご希望により、当事業所を利用者負担の上限管理者に選任される場合には、

サービス利用開始の際にその旨をお申し出ください。 

※1ヶ月あたりのサービス利用にかかる「定率負担」については、所得に応じて4区分の

負担上限額が設定され、それ以上の負担の必要はありません。 

　なお、お住まいの地域により自治体独自の軽減策が実施されている場合があります。そ

の場合は、軽減後の金額を上限額とします 

 

 

9．利用料金、その他の費用のお支払方法 

利用料、その他の費用は利用月ごとに計算し、請求いたします。 

請求書は毎回のサービス提供の明細書を添えて、翌月15日頃にお渡し致します。 

利用月の翌月末までに現金にてお支払いください。 

 

 

10．サービス利用に関する留意事項 

（１）通所受給者証の確認について 

　「住所」及び「支給量」「指定通所支援の種類」「有効期間」など「通所受給者証」の

記載内容の変更があった場合はできるだけ速やかに本事業所従事者にお知らせください。 

また、本事業所従事者より「通所受給者証」の確認をさせていただく場合には、ご提 

示くださいますようお願いします。 

（２）施設、設備、敷地等はその本来の用途に従って利用してください。 

（３）故意に、または注意を払えば避けられたにも関わらず、施設、設備等を壊したり汚

したりした場合には、自己負担により原状に復していただくか、それ相当の代価をお支払

いいただく場合があります。 

（４）当事業所の職員や他の利用者に対して、迷惑を及ぼすような宗教活動、政治活動、

営利活動等を行う事はできません。 

 

 

11．サービスの内容及び個人情報取り扱い等に関する苦情・相談について 

（１）サービスの内容及び個人情報取り扱い等に苦情・相談がある場合は、下記窓口にご

連絡下さい。 

【受付窓口/苦情受付窓口】 

（担当者） 

あなたの思いや願いを聞かせてくださいポスト 

（エールマリヤ　西尾　ゆき） 

　（マリヤこども園 主任 千葉　佳奈子） 

受付時間 曜日：月曜日〜金曜日 

時間：9:00〜17:00 

苦情解決責任者 エールマリヤ管理者　岩崎　知美 

マリヤこども園　園長　太田　礼子 

TEL / FAX ℡047-409-3077（エールマリヤ） 

℡047-488-2471（マリヤこども園） 

fax047-488-8615（エールマリヤ） 

(２)第三者委員 

本事業所では、地域にお住まいの以下の方を第三者委員に選任し、地域住民の立場から本

事業所のサービスに対するご意見などをいただいております。 

保護者は、本事業所への苦情やご意見を「第三者委員」に相談することもできます。 

 

【第三者委員】

（担当者） 

 

山野　洋司 

 

拝詞　妙子 

 

(３)行政機関その他苦情受付機関 

・八千代市　障害支援課　担当窓口 

12．虐待の防止について 

 



 

当該事業所は、利用者の人権の擁護、虐待の防止等のために、以下の対策を講じます。 

①虐待の防止等のための責任者を選定しています。 

虐待防止のための責任者 西尾　ゆき 

②虐待の防止のための指針の整備をします。 

③虐待の防止のための対策を検討する委員会（「虐待防止検討委員会」）を定期的に開催

するとともに、その結果について、従業者に周知徹底を図ります。 

④研修等を通じて、従業員の人権意識の向上や知識・技術の向上に努めます。 

⑤サービスの提供中に、養介護施設従事者又は養護者(家族・同居人等) による虐待を受

けたと思われる利用者を発見した場合は、速やかにこれを市町村に通報します。 

 

 

13．個人情報の保護について 

当該事業所は、利用者等の個人情報を適切に取り扱うことは、本サービスに携わるものの

重大な責務と考え、事業所が保有する利用者等の個人情報に関し適正かつ適切な取扱いに

努めるともに、広く社会からの信頼を得るために、自主的なルール及び体制を確立し、個

人情報に関連する法令その他関係法令及び厚生労働省のガイドラインを遵守します。 

①当該事業所の従事者は、正当な理由なくその業務上知り得た利用者及びご家族の秘密を

漏らしません。 

②当該事業所の従事者であったものは、正当な理由なくその業務上知り得た利用者及びご

家族の秘密を漏らしません。 

③当該事業所では利用者の医療上緊急の必要がある場合又は、サービス担当者会議等で必

要がある場合に限りあらかじめ利用者もしくはご家族からの文書による同意を得た上で必

要な範囲内で利用者又はご家族の個人情報を用います。 

　当該事業所が委託をする医療・介護関係事業者は、業務の委託に当たり、個人情報保護

法と厚生労働省ガイドラインの趣旨を理解し、それに沿った対応を行う事業者を選定し、

かつ個人情報に係る契約を締結した上で情報提供し、委託先への適切な監督をします。 

 

 

14．身体的拘束廃止の取り組みについて 

利用者又はその他の利用者等の生命または身体を保護するため緊急やむをえない場合を除

き、身体的拘束その他利用者の行動を制限する行為はいたしません。 

また、下記の内容の取り組みを行います。 

①身体拘束等を行う場合には、その態様及び時間、その際の利用者の心身の状況並びに緊

急やむを得ない理由その他必要な事項の記録を行います。 

②身体拘束等の適正化のための対策を検討する委員会を定期的に開催するとともに、その

結果について、従業者に周知徹底します。 

③ 身体拘束等の適正化のための指針の整備 

④ 従業者に対し、身体拘束等の適正化のための研修を定期的に実施　 

 

 

15．業務改善計画の策定 
　感染症や災害が発生した場合にあっても、利用者が継続してサービスの提供を受けられ

るよう、サービスの提供を継続的に実施するための、及び非常時の体制で早期の業務再開

を図るための計画（以下「業務継続計画（BCP）」）を策定するとともに、BCP に従い、

従業者に対して、必要な研修及び訓練（シミュレーション）を整備し、実施します。 
　また、非常災害に備えるための訓練の実施に当たっては、地域住民の参加が得られるよ

う連携に努めます。 
 

 

 

16．感染症の予防及びまん延の防止のための措置 

 



 

感染症が発生し、又はまん延しないように講ずるべき措置について整備し、実施に努めま

す。 

感染対策担当者 西尾　ゆき 

 
（１）感染対策担当者の設置をします。 
（２）感染症の予防及びまん延の防止のための指針の整備をします。 
（３）感染対策委員会をおおむね６月に１回以上、定期的に開催します。 
（４）感染症の予防及びまん延の防止のための研修及び訓練等を行います。 
 

 

17．情報開示及び記録の保管について 

本事業所では、サービス提供ごとに実施日時及び実施したサービス内容などを記録し、保

護者にその内容のご確認後、押印していただきます。 

また、関係法令に基づいて利用者の記録や情報を適切に管理し、保護者の求めに応じてそ

の内容を開示します。（開示に際して必要なコピー料などの諸経費は保護者の負担となり

ます。） 

なお、法に定めるサービス提供に関する記録は5年間保管し、保管期間が終了した書類に

ついては適切な対応により破棄します。 

 

 

18．評価と改善 

　サービスの質の評価及び改善を行うに当たり、自ら評価を行うとともに、利用者の保護

者による評価を受けてその改善を図ります。また、おおむね1年に1回以上、評価及び改善

の内容をインターネットの利用その他の方法により公表を行います。 

 

 

19．契約の解約、終了 

契約は有効期間であっても、ご契約者から利用契約を解約することができます。その場合

には、契約終了を希望する日の45日前までに解約届出書をご提出ください。解約料は徴収

いたしません。 

事業者からの解約はやむを得ない場合のみとし１ケ月以上の期間をおき理由を通知しま

す。 

 

 

20. 職場におけるハラスメントの防止 

（１）職場におけるセクシュアルハラスメントやパワーハラスメント（以下「職場におけ

るハラスメント」）の内容及び職場におけるハラスメントを行ってはならない旨の方針を

明確化し、従業者に研修等により周知・啓発を行います。 

（２）相談（苦情を含む）に対応する担当者をあらかじめ定めること等により、相談への

対応のための窓口（12．サービス内容等に関する苦情・相談についてに記載）をあらかじ

め定め、従業者、利用者等に周知を行います。 

（３）利用者又はその家族等からのカスタマーハラスメント（職員に対する身体的及び精

神的暴力又はセクシュアルハラスメント等）にあたっては、相談に応じ、適切に対応する

ために必要な体制の整備、被害者への配慮のための取組及び被害防止のための取組の実施

を行います。 

 

 

 

 

 

21．損害賠償 

 



 

　事業者の責任によりご契約者に生じた損害については、事業者はその損害を賠償いたし

ます。守秘義務に違反した場合も同様とします。 

　ただし、その損害の発生について、ご契約者に故意または過失が認められる場合には、

ご契約者の置かれた心身の状況を斟酌して相当と認められる場合に限り、事業者の損害賠

償を減じる場合があります。 

 

 

22．担当責任者 

　利用者を担当する相談支援専門員は以下の通りですが、やむを得ない事由で変更する場

合は、事前に連絡します。 

　　□ 　氏名；　　　　　　　　　　事業所名： 

 

　　□　セルフプラン作成のため、相談支援専門員は決まっていない 

 

 

23．その他 

　事業所に対する質問・要望等については事業所として適切に対応いたします。 

サービスの提供に際し、上記内容の説明を行いました。 

 

説明日　　　　　年　　　月　　　日 

 

説明者 職　名 管理者 氏　名 岩崎　知美 

 

【事業者】 
所在地 

〒276-0014 

千葉県八千代市米本1359　米本団地4-39 

 
事業者(法人)名 

社会福祉法人　愛の園福祉会 

 
代表者名 

理事長　堀口　路加（公印省略） 

 
事業所名 

こども発達支援事業所　エールマリヤ 

 

　上記の内容について説明を受けました。 

 

【通所給付決定保護者】 住 所 

〒 

 

 

 
保護者 

氏 名 

 

　　　　　　　　　　（自署につき押印省略） 

​  

 

 

この重要事項説明書は、2024年11月１日より実施します。 

 

 

 

 

 

サービス利用料金表（2024年6月～） 

 



 

 

※八千代市は地域区分が第５級地となりますので、1単位あたり10.60円となります。 

保育所等訪問支援給付費 　　　　　　　　　　1,071単位 

 

加算 
訪問支援員特別加算 

　　　　　　10年以上  850単位 

　　 5年以上10年未満  700単位 

初回加算 　　　　 　1月につき  200単位 

家庭連携加算（月2回を限度） 
1時間未満 1回につき 200単位 

1時間以上 1回につき 300単位 

多職種連携支援加算 1回につき 200単位 

関係機関連携加算 　　　　　　　1回につき 150単位 

 

 


